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33天気とその変化

●実験観察を通して、気象要素
から大気の状態の様々な変化が
天気の変化をもたらすことを理解
する。
●その大気の変化が地球規模で
起こり人類の営みが気候変動を
もたらそうとしていることを、科学
的に探究させる。

気象現象を地球上のあらゆる現
象に着目しながら、天気の変化や
日本の気象を理解している。
また、それらの観察・実験などに
関する技能を身につけている。

気象とその変化について、見通し
をもって解決方法を立案して観
察・実験を行い、
天気の変化や日本の気象の時間
的・空間的な構造を見いだして論
理立てて表現している。

気象とその変化に関する事物・現
象に進んで関わり、
思考・判断を粘り強く働かせるな
かで、見通しをもったり振り返った
りするなど自らの学習を調整し、
科学的に探究しようとしている。

     電気の世界

●電気回路を作る実験を通して、
電圧と電流の量的な規則性・関
係性を理解させる。
●コイルの実験を通して、電流と
磁界の関係をとらえ、直流と交流
の違いを理解させる。
●電磁気に関する現象をエネル
ギーに着目して、日常生活や社
会との関連で探究しようとさせる。

電磁気に関する事物・現象をエネ
ルギーと関連付けながら、電流や
磁界を理解している。
また、それらの観察・実験などに
関する技能を身につけている。

電磁気に関する現象について、見
通しをもって解決方法を立案して
観察・実験を行い、
電流の性質・電流と磁界の規則
性や関係性を考察し、論理立てて
表現している。

電流とその利用に関する事物・現
象に進んで関わり、
思考・判断を粘り強く働かせるな
かで、見通しをもったり振り返った
りするなど自らの学習を調整し、
科学的に探究しようとしている。

化学変化と原子・分子

●物質の性質が変化する現象
を、粒子モデルと関連づけなが
ら、物質の成りたちを理解させる。
●化学変化とは物質を構成する
原子の組み合わせが変化するこ
とを、実験・観察を通して理解させ
る。
●原子の総量は地球上において
は変わらないことを理解させる。

物質の性質の変化を粒子モデル
と関連づけながら、物質の成りた
ちや化学変化を理解している。
また、それらの観察・実験などに
関する技能を身につけている。

物質の性質の変化について、見
通しをもって解決方法を立案し
て、観察・実験を行い、
化学変化における性質や量の変
化を見いだして論理立てて表現し
ている。

化学変化に関する事物・現象に
進んで関わり、
思考・判断を粘り強く働かせるな
かで、見通しをもったり振り返った
りするなど自らの学習を調整し、
科学的に探究しようとしている。

生物の
からだのつくりとはたらき

●生物の体をつくるものが細胞で
あることを理解させ、そのはたらき
や役割、つくりなどを調べるため
の実験・観察の技能を習得させ
る。
●生物のからだを生命活動に着
目しながら、そのつくりやはたらき
を共通性や多様性でとらえて理解
させる。

生物のからだを生命活動に着目
しながら、植物・動物の細胞やか
らだのつくりとはたらきを理解して
いる。
また、それらの観察・実験などに
関する技能を身につけている。

身近な植物や動物について、見
通しをもって解決方法を立案して
観察・実験を行い、
生物のからだのつくりや働きにつ
いての共通性や多様性を見いだ
して論理立てて表現している。

生物のからだに関する事物・現象
に進んで関わり、
思考・判断を粘り強く働かせるな
かで、見通しをもったり振り返った
りするなど自らの学習を調整し、
科学的に探究しようとしている。
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